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激動する時代、メーカーはどのようにこの変化に挑み、取り組んでいるのか。

コマツの製品をお使いのユーザーの方々をレポートしてご紹介いたします。

今回はコマツの様々なプレス機を活用されて、顧客のニーズに的確に対応され

ている、東京都港区の日本パッキング工業株式会社様にお話を伺いました。

『常に時代の変化を先取りし、

　　お客様のニーズにお応えする。』

日本パッキング工業株式会社

　私の父である先代の社長が、昭和14年に
東京都港区虎ノ門にて創業しました。

　当初は、板橋区に東京工場を開設してい

たのですが、建物が古くなってきたことや

騒音などの地域の環境問題もあり、昭和37
年に横浜市緑区に横浜工場を開設し、ガス

ケットなどのプレス加工を行ってきました。

　その後、横浜工場も規模を広げたかった

のですが、建蔽率の問題などがありまして、

父の故郷でもある福島県に、現在の白河製

作所を開設しました。比較的雪が少ないこ

とや、雇用の面も考慮してこの地を選んだ

のです。

　現在では、金型の製造工場や技術研究所

等、弊社の殆どの設備をこの白河に設けて

おります。

　日本パッキング工業という社名から、シ

ール製品のみの製造と思われる方もいらっ

しゃいますが、弊社では、ガスケットに留

まらず、遮熱・遮音材やカバー等、様々な

製品を製造しております。

各種エンジン及び油圧機器用ガスケット、パッキング、
遮熱・遮音製品、ラバー製品等のプレス・板金加工

代表取締役社長 坂内 昌行 氏

御社の特徴を挙げていただけますか。

　弊社では現在、金型の試作から製造そし

て量産と、一貫した生産体制をとっており

ます。　

　単に、お客様から頂いた図面通りのモノ

を作るだけではなく、設計段階からご提案

をさせて頂くといったように、常にお客様

と一緒になってモノ作りをしていくという

のが弊社のモットーなのです。

　また、プレスやシャーリング等、様々な

機械設備も弊社の特徴のひとつと言えます。

　常に新しい技術を身に付けていくと共に、

その新しい技術に対応する機械の存在も重

要であると思うのです。

　今後もこのような機械化を進め、少数精

鋭の体制で、お客様の様々なニーズにお応

えしたモノ作りをして行きたいと思ってお

ります。

メーカーから高い信頼を得られていると

お聞きします。創業から今日に至るまで

の経緯についてお聞かせください。

本　　社　〒105-0001  東京都港区虎ノ門1丁目5番9号  TEL.03-3501-3411（代）

横浜製作所　〒226-0024  神奈川県横浜市緑区西八朔町160番地  TEL.045-933-2222（代）

白河製作所　〒961-0304  福島県西白河郡東村大字工業団地南2番  TEL.0248-34-3110（代）

設　　立　1939(昭和14)年4月　　代表取締役社長　坂内 昌行　　資本金　4,000万円　　従業員数　118名

本　社
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御社の製品ならではといえる加工上の特
性をお聞かせ下さい。

　私どもでは、環境に優しい製品を作って

います。というのも弊社では、自動車やコ

マツをはじめとした建設機械等のエンジン

用の遮熱・遮音製品を製造しているからで

す。

　自動車や建設機械のエンジンは、近年増

々厳しくなってきている排ガス規制に対応

すべく、負荷が高まって来ているのです。

この場合の負荷とは熱の事です。エンジン

の性能が良くなるとそれに伴い、今までよ

りも熱を持つ事になるのです。

　この高い熱に対応するカバー、つまり遮

熱製品が要求されるのです。

　また、騒音規制も同様に、増々厳しくな

って来ていて、これに伴う遮音製品が求め

られているのです。

　まさに世の流れとともに、必要とされる

製品が刻々と変化しているのです。

　この様な流れの中で取り残されないため

にも常に情報を取り入れ、どの様なニーズ

にも対応出来るような技術を培っていかな

ければなりません。

常務取締役 山田 庄瑛 氏

納期の厳守と高い品質をつねに維持したモノづくり。

年々厳しくなる顧客の要求に的確に応えていくために、一人ひとりが高い意識を

持ち仕事に取り組んでいる。さらに機械による自動化・合理化なども積極的に推

進している。

横浜製作所 白河製作所

　建設機械のエンジンは、各社多種多様で、

しかも刻々と変化するニーズに対応すると

なると、その遮熱・遮音製品は、まさに多

品種小ロットといえるのです。

　こうした製品の加工は、従来レーザ加工

で行うしかなく、どうしても自動化が遅れ

ていました。

　しかし、自動化なくしては、コスト的に

は厳しいので、ある程度の量が見込めるモ

ノは出来る限りプレスにて加工し、自動化

を図っています。

　また、弊社では、様々な測定機を設置し

て、検査を重ね、常に品質管理に力を注ぎ、

製品の品質向上に努めています。

様々な遮熱・
　　遮音製品

御社では、金型をはじめ様々な内製化を
実現されていますが。

　弊社の金型は、試作から設計、製造まで

全て内製化して行っています。　

　プレス加工において、自分達で使う金型

ですから、使いやすいように自分達で作る

のが一番です。

　また、短納期や低コストといったお客様

のご要望に応えるためにも、内製化しなけ

れば対応できませんから。

高い品質を保証する
測定機



K
O
M
A
T
S
U
 
C
O
M
M
U
N
I
C
A
T
I
O
N
 
R
E
P
O
R
T

Vol. 39

日本パッキング工業株式会社

丁度、取材時に搬入されていたコマツサーボプレスH1F60。
今後の活躍が期待される。

この度、ACサーボプレスH1Fをご導入頂
きましたが、その経緯をお聞かせ下さい。

　さらに弊社では、材料から社内で作って

います。私どもの手掛けている製品では、

材料費の占める割合が大きいのです。排ガ

ス規制が変われば、その遮熱製品に使う材

料も変わって来るのです。内製化すること

により、この様な場合にも、お客様に私ど

もから最適の製品をリコメンドすることが

できるのです。

　こうしてノウハウを積むことによって、

他社製品との差別化をつけることができる

のです。最近ではメーカー様が、こうした

製品価値を求めています。

格的に導入を考えたのです。

　特に、今までは外注していた絞りモノの

加工も、今後は順送で内製化していきたい

という思いがありましたので、サーボプレ

スなら絞り加工が精度良くできるのではな

いかと期待しています。

　従来のメカプレスですと、スライド速度

を落とすと仕事量も減少してしまいますが、

サーボなら下死点付近で減速しても力が出

ますからね。またサーボプレスにはクラッ

チもフライホイールもありませんから、ラ

ンニングコストの削減も考慮して導入に踏

み切りました。

　さらに、音が静かという点も気に入って

おります。

　サーボプレスなら不良率も断然減るでし

ょうし、これからのプレスは、サーボが主

流になって行く事でしょう。

　本日納入となったH1Fですが、絞り加工
はもちろん、その特性を活かして、様々な

ことに挑戦して行きたいと思っています。

各種エンジン及び油圧機器用ガスケット、パッキング
遮熱・遮音製品、ラバー製品等のプレス・板金加工

　弊社では、板金加工においても４年程前

から、コマツのACサーボドライブプレス
ブレーキPAS35を2台導入した程「サーボ」
に関しては以前から関心がありました。

　当然、コマツのサーボプレスには発売当

初から注目していて、コマツ産機が開催し

た展示会等にも何回か足を運び、検討を重

ねてきました。その様な折、横浜のヤマニ

産機さんからの勧めもありまして、今回本

充実した機械設備

マシニングセンタ

自動倉庫

ワイヤ加工機

CAD
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KTS-Net 進化はここから生まれる。

今後の展望などをお聞かせください。

製品紹介

お問い合わせは

コマツ産機株式会社　鍛圧KBU　企画グループ

〒 140-0013 東京都品川区南大井 6-3-7 アーバンネット南大井ビル

TEL. 03-5561-2692  FAX.03-5561-2877

KTS-Netとは、サーボプレスを活用し

て革新的なプレス加工を追求されてい

るユーザーの方々の集まりです。

皆様の情報受発信の場として、是非ご

利用ください。

また、今後もこの誌面でKTS-Netのお

客様をご紹介させて頂きます。

ご入会をご希望の方は、是非弊社のサ

イトをお訪問下さい。

KTS-Net

インターネットアドレス　http://www.komatsusanki.co.jp/kts/
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日本パッキング工業株式会社
各種エンジン及び油圧機器用ガスケット、パッキング
遮熱・遮音製品、ラバー製品等のプレス・板金加工

　これまで出来なかった加工を如何に本業

の範囲内で広げられるかが、重要になって

来ると思います。

　弊社が手掛けて来たエンジン関係にも色

々な部品があります。その中で、今までは

出来なかったモノを探して、今回導入した

サーボプレスの様な新しい機械を使用して、

やって行きたいと思っているのです。

　また、先程も話しましたが、同じ製品で

も時代の変化とともに、材料等その要求さ

れるモノも変化していきます。

　この流れに取り残されないために、常に

新しい情報を取り入れ、どの様なニーズに

も対応して行きたいと思っています。

　そうすることによって、技術を蓄積する

ことが出来、さらに新しいモノを手掛けら

れる様になっていくのだと思うのです。

　お客様に、良いモノを安くご提供する。

今後もこの気持ちを常に持ち、様々な挑戦

を続けて行きたいと思います。

H1F導入のきっかけとなった絞り加工。サーボプレスなら
メッシュの絞りも安心。


